指示代名詞の指示領域をもとにした空間領域感についての一考察 by 小西 啓史 & 野沢 久美子
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
指示代名詞の指示領域をもとにした空間領域感につ
いての一考察









A Study on Spatial Domain Feeling Based on Instruction Area
 of Instructed Pronoun
小 　西　 啓　 史 *
KONISHI, Hiroshi








にすることを目的として調査を行った。調査参加者は大学生 100 名（男性 18 名、
女性 82 名）であった。領域感を測定する方法として指示代名詞法（小西・北岡・
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調査参加者　武蔵野大学人間科学部人間科学科の学生 105 名（男性 21 名、女性 84 名）が
調査に参加した。
呈示刺激　矩形のテーブル（一般家庭で用いられるダイニングテーブルに多いサイズであ
る 130cm × 80cm を想定した。実際に調査用紙に描かれたのは 10cm × 5cm である）の長
辺部にそれぞれ 2 脚、計 4 脚の椅子が配置されていることを想定した図を用意した。ここ
に 2 人の人間が座っているものとし、自分が◎で、相手が〇で示された。2 人の座る位置、
すなわち座席の配置は“対面”“並列”“対向”の 3 つである。
　短辺を 7、長辺を 12 に分割し、それを組み合わせることで計 84 ポイントがテーブル上
に用意された。個々の参加者には、短辺部 1 ～ 7 それぞれにおいて長辺部 1 ～ 12 のうちか







られた。個々の参加者に与えられたのは 1 枚の用紙に 3 つの座席配置（対面、並列、対向）
が描かれており、それぞれの配置につき 3 パターンの物の配置を示した計 3 枚の調査用紙
である。それぞれの座席配置に指示対象地点として 7 ポイントが示されており、合計 63 個（7
ポイント× 9 座席配置）の対象に対して、どの指示代名詞を使うかが尋ねられた（Appendix 
1. 教示、2. 回答用紙例を参照）。
結　果 と 考 察
　105 名のデータの中から欠損のある回答を除き、最終的には 100 名（男性 18 名、女性 82 名）
のデータが分析の対象となった。その結果、63 か所ある指示ポイントはそれぞれ 25 名の
参加者によって判断された。すべての回答をまとめて、指示代名詞の指示領域を座席配置
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　Figure 2 を見ると、どの座席配置においても 3 つの指示領域がはっきりと区別されてい
ることが分かる。これは、物理的境界（地理的照合点）がなくとも認知空間の分節が明確
に生じることを示すものであり、小西ら（2000）の研究とも同様の結果であった。
　以下に示す指示領域の面積は、1 ブロック約 120㎠（11cm × 11cm）として算出したも
のである。
コレの示す領域　参加者を起点として、対面配置では 18 ブロック（2,160㎡）、並列配置で
は 18 ブロック（2,160㎡）、対向配置では 19 ブロック（2,280㎡）であり、3 つの座席配置
ともにほぼ同じ面積であった。
ソレの示す領域　相手（他者）を起点として、対面配置では 26 ブロック（3,120㎡）、並列
配置では 22 ブロック（2,640㎡）＊これ以外に離れた場所に 1 か所あった、対向配置では
27 ブロック（3,240㎡）であった。並列配置では他の 2 つの配置と比べて面積が狭かった。
アレの示す領域　対面配置では 32 ブロック（3,840㎡）、並列配置では 34 ブロック（4,080
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